




〔はじめに〕 

若年性関節リウマチ(JuvenileRheumatoidArthritis,JRA)は小児の難病のなかでも,知能の

障害はみられないが,四肢の運動機能障害をおこし,その後の教育,就職,結婚,日常生活等

においてかなりのハンディーキャップのみられるある意味ではより重症の難病である。幸

いなことに本症に罹患した子供たちは経験的ではあるが,性格が明るく従順で,学業も優秀

な人が多く・社会にでても知能労働者として働くことは十分に可能なのである。しかしな

がら,一方では朝のこわばり,関節痛発熱,全身倦怠感などの症状のために,ともすれば規則

正しい日常生活をすることをおこたりがちになる傾向もみうけられる。したがってこれら

JRA 患者に対する生活教育のガイドラインを作成することは,あながち無意味なことでは

なかろう。私たちは JRA の生活教育指針作成のための基礎資料をうる目的で,現在小児科の

リウマチ・膠原病外来に通院している患者のうちから・関節症状および所見の認められる

例について日常生活の実態について調査したので,その成績を報告する。 


